
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 23 日、24 日に福島県楢葉町の日本原子力研究開発機構楢葉遠隔技

術開発センターで開催された「国際メンタリング・ワークショップ Joshikai 

in Fukushima 2022」に参加してきました。 

このワークショップは、福島県の復興に関する課題を福島県内外からのそ

れぞれの高校生の視点で捉え、一緒に課題解決に向けて議論したり、国内外

の理工系女性研究者・技術者（メンター）等との交流を通じて、将来の進路

選択等を考えるきっかけや後押しを行うことを目的に、原子力損害賠償・廃

炉等支援機構 (NDF)が主催しています。 

プログラムは、国内外の理工系研究者・技術者（メンター）の講演や、福

島についてのレクチャー、施設見学、同世代の高校生との交流など盛りだく

さんでした。参加した生徒は、これらのプログラムを通じて、「すべての経験は貴重なもの

で、その経験は自分自身の成長の糧となる。経験は誰もが出来るわけではないので、すべて

の経験について体験できることに感謝しなければならない」ことに改めて気づき、様々な

経験を社会貢献に有効に活かすようにしたいと感じたようでした。また、同世代の高校生や

メンターとの交流は、多くの刺激になり、将来をより大きな視野で考えるきっかけとなった

ようでした。 
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